平成３０年度全国高等学校体育連盟ボート専門部（東地区）指導者講習会
実施報告書
１　日　時　　平成３０年１２月　１日（土）～　２日（日）
２　会　場　　１日（土）：東京都青海フロンティアビル
　　　　　　　２日（日）：東京都立小松川高校大会議室
３　参加者　　３７名

講義１『 feedback of the 2018 season and progressivity of training loads　』
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講師：日本ボート協会NTD(National Team Director) 
Ｘavier DORFMAN  氏
　ギザビエ氏を招き、日本代表チームに関わる「2018年の総括と現在の選手の状況」を中心にお話しいただいた後、トレーニング効果に関する講話。最後に「質疑応答」の時間をいただいた。ここでは講義の流れを組みながら、質疑応答で補足されたギザビエ氏の言葉を加えてテーマごとにまとめる。
○2018年の総括と現在の選手の状況
・国際大会に参加したクルーは年度当初に掲げた目標に対して、未達成が多い結果となった。ただしU19世代に関してのみ言えば、選手はまだ経験を積む時期。FinalBに届かないクルーも多かったが「この結果を受け、その後のトレーニングにどう活かすか」ということを含めての試合でもある。
・エルゴ記録はオープン種目の選手に関して全員がシーズンベストを更新。

○トレーニング効果について

・トレーニングを行うと、疲労によって身体の状況は低下する。そこから回復に向かう超回復を効果的に活用していくことが重要である。超回復の活用により、以前のトレーニングレベルを超えられる。
・トレーニングの効果は練習時期の短い選手(beginner)と長い選手(expert)とでは異なる。Beginnerは比較的短いスパンで超回復を繰り返すが、expertはそのスパンも長くなる。
・超回復の目安は選手によって異なる。指導者はトレーニング中の動きや成果によって見極める。特にフランス人と比べると日本人はハードワーク、オーバーワークをしがちである。疲労の見極めは苦労する。休息をポジティブにとらえ、活用してほしい。
・B1、B2の取り組みはただレートを守っているだけでは無意味である。代表レベルの選手でも質的にはまだまだの選手がいる。三年間、B1、B2をやり続けた代表選手が先日「ようやく課題がみえた」と口にした。それくらい、質を求めるのは難しい。常に質を意識させる。質があっての量であると考えている。
○質疑応答

質問)エルゴが嫌いな選手のモチベーション維持の方法はあるか？
回答)私も嫌である(会場、笑いが起きる)。アクティビティな要素を取り入れてもよい。リレー形式で対抗戦を行うなど。また、他のトレーニングでも効果的だが個人に明確な目標を持たせることが重要。自分がどこにいるのか、どこを目指すのか、選手と指導者でしっかりと共有する。

質問)2020年を見据えた更なる強化策はあるか？

回答)即効性があるものはない。最初にコーチになったとき、日本の選手は高いレベルで目標(target)を持っていないと感じた。私が大切にしたいことはtargetを持つことである。常にそこを言い続けてきた。
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講義２『　東京都トップアスリート発掘・育成事業について　』

講師：東京都体育協会事業部長　角田氏

東京都体育協会事業部長の角田様よりトップアスリート発掘・育成事業（以後、本事業）の事業について説明して貰いました。この事業が始まった経緯としては、2016年の五輪招致活動と2013年東京国体に向けて東京都で育ったアスリートが五輪や国際的な競技大会などで活躍することを目的と事業が開始した。東京都のタレント発掘事業の特徴として、種目特化・転向型のタレント発掘を実施している。事業を行う競技の選定には、①競技人口が少ない競技で事業を継続的に行える競技と②国体の成績を基に分析を行った。全競技をコテゴリーをⅠ～Ⅳの4段階（Ⅰ：競技人口が多く、競技成績も高い。Ⅱ：競技人口が少なく、競技成績が高い。Ⅲ：競技人口が多く、競技成績が低い。Ⅳ：競技人口が少なく、競技成績が低い）に振り分けてカテゴリーⅡとⅣから競技を選択して7競技（ボート、カヌー、レスリング、ウエイトリフティング、自転車、ボクシング、アーチェリー）に決定した。対して人材を供給していく。本事業実施後に全ての競技がカテゴリーⅣになり、全ての競技でジュニア又はシニアで世界大会へ出場実績を残している。
本事業の現在の流れは、大きく分けて２つのプログラムから形成される。1つ目は識別プログラムである。都内全中学2年生を対象に募集要項を配布→1次選考・体力テストで150名程度に絞り込む→2次選考・競技体験で20～30名程度に絞り込む。２次の絞り込みは競技団体評価を重視する→トップアスリート認定される。
1~8期生までは、アスリート認定されてから各競技の体験を１～２回を行ってから競技選択を行い、高校への進学後に本格的に競技を取り組んでいた。しかし、今年度からは2次選考会として競技体験（各競技2~3回）を経て、専門的に取り組む希望競技を選択し、競技団体との評価のマッチングした場合に合格するという、より競技転換が進む事業へと変革が行われた。
2つ目は、育成プログラムになる。育成プログラムは、①競技団体が主催する競技の専門的な練習を行う専門プログラムと②全受講生対象に行う体幹トレーニングやスポーツ教育を行う共通プログラムからなる。それ以外に育成プログラムの中には国際交流プログラムがあり、今年度はアジア大会の視察に行った。
講義３『　競漕規則解説　』

講師：栗山俊久　氏
　　　 　（東京都ボート協会審判長）
・ボート競技の指導にあたり、競漕規則の疑問に答えていただき、実際の事例に基づいて解説していただいた。
1 競技者規定
第2 条 加盟協会は次の各号に該当する者を、競技者として登録することはできない。又登録後に該当した場合、加盟協会は直ちに登録を抹消し、日本協会に連絡しなければならない。

（1） 日本協会の事前承認を得ずに、競技者がスポンサーの宣伝に協力する契約を締結す

ること、自己の氏名・写真・競技成績などを広告に使用させること、或は競技用資

器材の販売を直接又は間接に行うなどの行為をした者。この規定は、加盟協会及び

団体にも準備するものとする。
○第2条（１）特に注意が必要である。2020年東京オリンピックが近づくにあたり、生徒や保護者が顧問の知らないところでスポンサー契約をしてしまうことが考えられる。違反してしまうと協議を続けられないので注意が必要。
第4 条
（2） 日本協会及び加盟協会の役員や委員ならびに審判は、定款ならびに競漕規則に定め

る通り常に品位と名誉を重んじ、競技者の模範となるように行動しなければならない。
○生徒の指導にあたる指導者も品位と名誉を重んじ、競技者の模範にならなければならない。
事例１．

ボートはボート競技のルールに基づいて行われる。レース中に不測の事態が起こらなければ何もない。競漕規則を知っていなくても競技がやれてしまう。ボート競技は、その性質上、自分の常識で判断してしまうことがある。または、他競技のルールを当てはめて失敗するケースがある。
○試合のユニフォームに個人の名前や数字を入れてしまった。野球やバレーボール経験がある指導者がそのルールで当てはめてユニフォームを作ってしまった。

　
事例２
ボートは、ボートのルールに基づいて試合をしている。よって、レースに出るには、指導者がボート競技のルールを知っていなければならない。
○大会予選でコックスが計量を受けた。決勝戦に進めたが、決勝の日にコックス計量を受けなかった。よって、オープン参加になってしまった。指導者がレース日毎に計量を受けなければならないルールを知らなかった。

【安全について伝えたい事】

トップボールは、必ず着けなければならない。安全に関する規定である。白色4センチ、ゴム製で中が空洞でないもの。トップボールを着けていないと失格ではなく、試合にでられない。安全上、練習でも着けなければ出艇してはいけない。
【指導者に知っておいてもらいたいこと】

第30 条 ① クルーは、出漕に際し統一したユニフォームを用い、不ぞろいな服装をしてはならない。
○ユニフォームの色あせは、不揃いな服装にあたる。できれば、試合用のユニフォームは本番でだけ使用してもらいたい。

第44 条 競漕中における障害、又は艇の故障等の災厄は、他艇により接触されて起こった場合のほか、各クルーは自ら忍ぶべきものとする。ただし、その障害、故障の状況により、主審は再競漕を行わせることがある。

○レース中の藻による影響は、競漕規則であれば自然現象なので、各クルーは忍ぶものと明記されている。ただし、上記2点について競漕委員会で別にルールを定めてあればその決定で対応する。
